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1は じ め に

平 成20年 版学 習指 導 要領 で は 「知識 基 盤社 会 」

に お け る持 続 可 能 な発 展 を見 据 え つつ 、 「理数 教

育 の充 実」 を、そ の 改訂 の大 きな ポイ ン トと して

示 して い る。 小 学校 理 科 で は 目標 の 中で 、 「科 学

的な見方や考 え方 を養 う。」 として、児童が既 にもっ

て いる自然 につ いての素朴 な見方や考え方 を、観察 、

実験 な どによ る事 実 を基 に した 問題 解 決 の活 動 を

通 して 、少 しずつ 科 学 的な もの に変 容 させ て い く

ことをね らって いる。 科学的 とは、実証性、再現性 、

客観 陸で あ る ことが 条件 と して あ げ られ 、 これ ら

の条 件 を他 者 とのか かわ りの 中で検 討 す る手 続 き

が必 要 とな って く る。 した が って 、 この他 者 との

か かわ りの 中で 問題 を解 決 して い く子 どもの 姿 を

具体 化 し、そ の子 ど も像 に迫 るた め の理科 授 業 を

充実 させ る研究 を行 うこ とが 必要 であ る と考 えた 。

2目 指 す 授 業 像

子 どもは、新 たな 自然事 象 に出会 うことで 「あれ、

どうしてだ ろう。」 「す ごい。 どうい うことだろ う。」

とい った 問題 意識 を もち、 自然 や他 者 との事 実や

情報 のや り と りを基 に,思 考 す る こ とを繰 り返す

ことで科 学 的 な見方 や 考 え方 を構 築 で き る存 在 で

あ る と考 え る。

【自然 との対 話 とは】

子 ど もが 自分 の 考 え を基 に 、観 点 を もっ

て 自然 事 象 に対 して 働 きか け(①)、 事 実 を

獲 得す る(②)と い うや りと り。

【他 者 との対 話 とは】

子 ど もが 事 実 を基 に した考 え を他 者 と比

較 す るた め に 可視 化 し(③)、 自分 の考 え を

広 げ た り、深 め た りす る た め に情 報 を獲 得 す

る(④)と い うや りと り。

【自然 の対 話 とは】

自分 の考 え を批 判 的 に見 つ め、 自然 か ら

獲 得 した事実 や他 者か ら獲得 した情報 を基 に、

考 え を修 正 す る 自分 とのや りと り。

この よ うな 、科 学的 な見 方 や考 え 方 を構築 す る

問題解 決 の過程 にお いて 、常 に図1に あるよ うに、

子 ど もは、 自然 や他 者 との対 話 を基 に 、 自分 との

対 話 にお いて思 考 し、 表現 す る とい うサ イ クル を

繰 り返 して い る と考 え られ る。 この 「対 話 」 のサ

イ クル を通 して、 一人一 人 が考 え を表 現す るため



には、事実や情報を整理する思考が重要になる。

そのためには、比較や関係付けを基盤とした思考

の型を身に付けさせることが大切になる。さらに、

学び合いの場を設定 し、「対話」における事実や

情報のや りとりをより活性化させる。対話が活性

化することで、互いの仮説をより批判的に検証す

るようになるとともに、一人一人の考えがさらに

科学的な見方や考え方へと高められると考える。

理科の学習において、一人一人が考えをもつ場

が図2に 示すように3つ ある。それは、「予想や

仮説を設定」する場、予想や仮説を批判的に振 り

返り、「科学的な見方や考え方の構築」をする場、

そして、自然に対して新たなとらえ方やかかわり

方を考える 「自然に対する感じ方や考え方をもつ」

場の3つ である。この3つ の場で子どもが、対話

を通して思考、表現し、問題を解決していく様相

を授業像として設定する。

3対 話 を 活性 化 させ る学 習指 導 の具 体

化
一人一人が考えをもつ3つ の場を連続させ、科

学的な見方や考え方を構築した上で、自分と自然

とのつながりにかかわる感じ方や考え方をもつた

めには、図3の ような学習指導の考え方で対話を

活性化させることが大事であると考えた。

と い っ た 問 題 意 識 を もつ だ け で な く、 「た ぶ ん 、

○ ○ の よ うに● ● だ と思 うよ 。」 「予 想 を確 かめ る

に は△ △ の方 法 が 使 え そ うだ よ。」 とい った 自然

や 他 者 にか かわ る意 欲 が 高 まる必 要 が あ る。そ の

た め に 、子 ども が 、 「『驚 き、 感 動 』 す る教 材 」、

これ まで の知 識 を基盤 として生 かせ る 「単 元構 成」

とい う2点 か ら学 習 内容 につ いて検討 した 。 また、

獲 得 した 多様 な 事実 や 情報 か ら考 え を構 築す る場

面 で は 、子 どもが 比較 や 関係 づ け を基 盤 と して 思

考 し、 「自分 」 との 対 話 にお いて 、 整理 され た 考

え として表現 される ことが大事で ある。 そのため に、

子 ど もが 、 何 を、 どのよ う に考 えれ ば よい かが わ

か る 「発 問 」や 「板 書 」 の工 夫 によ って 指導 方 法

を改善 した。

4対 話 を 活 性 化 さ せ る 学 習 指 導 の 具 体

化

(1)基 盤 とな る知 識 をいか す単 元構 成

理 科学 習 にお い て 、子 どもは多 くの事 実 や

情 報 を獲 得 した り、そ れ まで に獲 得 した既 有

知 識 を もち 出 した りして 、そ れ らをつ な げて

解 決 を考 え て い く。 した が って 、理 科学 習 に

お いて は既有 知 識 につ な げて 考 え るた め の新

たな 事実 や 情報 を獲得 して い く ことが必 要 に

なる 。そ こで 、単元 内容 を構 成す る に 当たっ

理 科授 業 にお いて は、 子 どもが 「あれ、 ど うし

て 。」 「うわ 、す ごい。 ど うな っ て い る の か な 。」

ては、新たな学習内容を数多く付加するので

はなく、現在置かれている学習内容を事実や



情報 をつ な げて考 える ことが で きる よ うにす

る とい う視点 が必 要 にな る。

具 体 的 に は、 図4で 示 す よ う に前学 年 や前

単元 な どで学 ん だ こ とを共 通教 材 と して 設定

す る。 そ うす る ことで 、既 有 の知識 を生 か し

て新 た な問題 を説 明す る ことがで きる。

この よ う に、基 盤 とな る既有 知 識が つ なが

る よ うな単 元 構成 にす る こ とで、対 話 が活 性

化す る学 習 を展 開 して いける と考 えた。

(2)対 話 を活性 化 させ る教材 とは

子 ども は、 自然 との対 話 を通 して 、 「○ ○

は きれ い なだ あ 。」 「△ △ のよ う にな るな んて

す ごい な。」 と驚 き 、感 動 す る こ とが で き る

存在 で あ る。 そ の よ うな 自然事 象 に 出合 うた

め の教材 は、 身近 にあ って多様 な活 動が で き、

既有 知 識 と のず れ を感 じる ことで疑 問や 問題

が 生 じ、 問題 の解 決 の ため に繰 り返 し観 察や

実験 が で き る とい った 図5の よ うな要 素 を も

つ と考 え た。 この教 材 の要 素 は、3つ の 場で

意欲 的 に 自然 と対 話 させ るた め に非常 に重要

な要 素 にな る と考 え た。

まず 、教 材 を通 して対 話 した身 近な 自然事

象 とこれ まで の 学習 経験 や 生活 経験 に説 明で

きな い よ うなず れや 矛盾 が生 じた 際 には、 「な

ぜ 、 □□ の よ うにな る のか な。」 「◆◆ の とき

には 、 どうな るの か 調 べ て みた い。」 な ど の

問題 意 識 が高 ま る。 したが っ て、 教材 の 要 素

は全 て仮説 を設 定す る場 で重 要 にな る。

次 に 、教 材が 、 改 良や 試行 錯誤 で き る もの

で あれ ば、 子 どもは様 々 な視 点 か ら教材 にア

プ ロー チ して 「● ● の場 合 は、 どうな る のか

確 か めて み よ う。」 と多 面 的 ・総 合 的 に思 考

す る場 が保 証 され る ことにな り、科 学 的な 考

え を構 築 して い くため に重要 な要 素 にな る。

さ らに、 構築 した 自然 に対 す る見 方や 考 え

方 を基 に、 自然 に対す る感 じ方 や考 え方 の表

出 につ な げる ため に は、 これ まで の学習 を想

起 させ た り、 問題 の解 決 に 関連 す る新 たな 情

報 を補 足 して与 えた りす る ことが重要 で ある。

した が って 、 自然 に対 す る感 じ方や 考 え方 を

もつ 場 で は、そ れ ま で の場 で用 い た3つ の要

素 を含 む教 材 を再 度用 いる ことが有 効 にな っ

て くる と考 え た。

(3)3つ の場 にお ける教 師の働 き か け

予 想や 仮 設 を設 定す る場 にお いて は 、子 ど

もに問題意 識を もたせるため に、 「何が違 うの。」

「どう してそ れ が 問題 な の。」 とい った発 問 を

す る。 このよ う に問 う こ とで 、既 有 の見 方 や

考 え方 とのずれ か ら問題意 識 をもつ。 そ して、

立 場が明確 な予想や仮 説 をもたせ るた めに 「何

につ い て比 べれ ばい いの 。」 「そ れ は、 どう し

て 。」 と発 問 す る。 こ の よ う に 問 う こ とで 、

他 者 の予 想 や仮 説 との差 異点 や 共通 点 が明 ら

か にな り、 「何 に つ いて」 「どの よ う に」調 べ

るか が 明確 な予 想 や仮 説 を設 定 す る こ とが で

き る よ う にな る と考 え る。 さ ら に、 「これ ま

で の学 習 で 説 明 で き る こ とは な い か な。」 と

問 う ことで 、見 通 しを もつ ことがで き 、既 習

内容 を 関係 付 けて 根拠 の あ る予 想や 仮説 を設

定 させ る ことがで き ると考 え る。

科 学 的な 見方 や 考 え方 を構 築 す る場 にお い

て は、 自分 の予 想 や仮 説 の妥 当性 を検 証 させ

るた め に 「他 の人 と同 じな のか な。」 「自分 の

予 想 と比 べ て ど うだ っ た の。」 とい った 発 問

をす る 。 この よ うに 問 う ことで 、多 面 的 ・総

合 的 に思 考 す る こ とがで き、 自分 の予想 や 仮

説 と 自他 の獲得 した事 実 を比 較 した り、関 係

付 けた りしなが ら思考 させ る こ とが で き る と



考 え る。そ して 、 「どの事 実か ら分か った の。」

な どのよ うに子 どもに考えの根拠 を問うことで 、

批判 的に思考 させ、 自分の予想や仮説 を見直 し、

よ り科 学的 な見 方 や考 え方 の構 築 につ な げ る

ことが で きる と考 え る。 ま た、子 どもに具 体

的 に思考 させ るた め に は、発 問だ けで な く板

(4)学 び方や他者とのかかわりを価値付ける振

り返り

自然や他者、自分との対話を通して、予想

や仮説や科学的な見方や考え方、自然に対す

る感じ方や考え方を表現するためには、比較

や関係付けを基盤とした考え方を身に付ける

ことが重要であると考える。したがって、そ

書 によ り、 可視 化 され た 事実 や 情報 が 重要 に

なる と考 える。 図6は 、矢 印を使 って 「何 と何」

を 「比 較 」 し、 「関係 付 け」 る の か を 明確 に

示 した板 書 の例 で あ る。 この よ うに視 覚 的 に

関係 性 を示 す ことで 、子 どもが 共通 の 事実 や

情 報 を基 に思考 で き る よ うにな り、対 話 の活

性 化 につ なが る と考 える。

自然 に対 す る感 じ方 や 考 え方 をもつ 場 にお

いて は 「考 え は どう変 わ った の 。」 「考 え は 、

何 に よ って 変 わ っ た の。」 な どの よ う に導 入

と終 末 の 自分 の考 え を比 較 した り、そ れ まで

の対 話 した 内 容 を振 り返 らせ る発 問 をす る。

このよ う に問 い、 多面 的 ・総 合 的 に思考 させ

た り、批 判 的 に思 考 させ た りす る ことに よ っ

て科 学 的な 見方 や 考 え方 を構 築 す る まで の考

え の変容 に気 付か せ 、そ の違 いに他 者 の 関わ

りを関係 付 け て考 え させ る ことが で きる と考

え る。 また 、 「自然 のき ま り(科 学 的 に構築 し

た見方や考 え方)が 当てはまる ことはないかな。」

「ど うして 当て は ま る と考 えた のか な。」 な ど

と問 う ことで 、 自分 と自然 と のかか わ りにつ

いて 説 明す る こと につな げ る こ とが で き る と

考 え た。

れ そ れ の場 にお い て、 自分 の考 え を表 現 で き

た とき には 、そ の 際 の学 び方 を振 り返 らせ る

図7の よ うな発 問 を行 って そ れ まで の対 話 を

価値付 ける ことで学び方 を身に付けさせてい く。

また 、他 者 との 対話 にお いて 、 問題解 決 に必

要 な事 実 を獲 得 す る こ とが で き た り、他 者 に

有 益 な事 実 を伝 え た りで きた こと につ いて も

価 値付 けて い く。

(5)実 践(第4学 年 「水 の姿 とゆ くえ」)

こ こで は 、第4学 年 「水 の 姿 とゆ くえ」 に

お い て学 習指 導 の具 体化 を図 り、図8の よ う

に単元 の指導 計 画 を考 え た。 こ こで は、 特 に

第 二次 につ いて 実践 の 内容 を報告 す る。



1目 標

(1)水 が 自然 蒸発 した り,空 気 中の水蒸 気 が水 に変 わ っ た りす る ことや水 が温 度 に よっ て状態 を変 え

る こ とにつ い て,興 味 ・関心 を も って意欲 的 に調 べ,自 分 と水 とのか かわ りに生 かそ うとす る こ と

が で き る。

(2)水 の状態 変化 に蒸発 や 温度 の変 化 を 関係 付 けて考 え た こ とを,図 や言 葉 を使 っ て表現 す る こ とが
で き る。

(3)水 の状態 変化 を調 べ,記 録 した り表 や グ ラ フに表 した りす る ことが で きる。

(4)水 は水蒸 気 に なっ て空気 中に含 まれ る と ともに,結 露 して再 び水 に な って現 れ る こ とか ら,水 は

循 環 して い る こ とや,水 は温 度 に よって 水蒸 気や 氷 に変 わ る こ とを説 明で き る。

0身 の 回 りで起 こ って い る 自然 蒸 発

につ い て問題 意識 を もたせ る ため に,

時 間 が経 過 す る こ とで水 が無 く な っ

た 事 実 を比 較 させ るた め の写 真 を並

べて 提示 す る。

○ 定 量 的 に比 較 す る実 験 の必 要 性 に

気付 かせ るた めに,「 水 が 空気 中 に出

て行 くこ とを説 明 す る に は どん な事

実 が必 要 かな。」 と問 う。 そ して,結

果 を 見通 した 予 想 や仮 説 を検 証 させ

てい く。

○ 結 露 に温 度 の変 化 を関係 付 け て予

想 させ るた め に,保 冷剤 に水 が付 く

現象 を提 示 しな が ら 「ど う して水 が

っい た の だろ う。」 と問い,そ の要 因

を話 し合 わせ る。

O加 熱 による水 の状 態変 化 を調 べ る意

欲 を高めるために,加 熱 したや かんの水

が無くなっていく現象 を提示 し,「やかん

の水 は 消えてしまったのか な。」と問う。

そして,水 が無 くなるまでの過 程 の予 想

を比較 した話合 い により,根 拠 が不 明確

であることに気 付かせ る。

○ 泡 が 水蒸 気 で あ る こ とを水 温 変 化

と関係 付 けて と らえ させ る ため に,

膨 らみ 始 め た 袋 と泡 を 集 め て消 火 し

た 後 の袋 の 様 子 を比 較 す る際 の 「袋

の膨 らみ 」 「水滴 の 有 無」 の観 点 に気

付 かせ る学 び 合 いの 場 を設 定 す る。

○ 水 の温度 が 下が っ た際 の変化 を 「状

態 」,「体積 」 の観 点 で 調 べ させ るた

め に,氷 に な る こ とで容 器 が破 損 し

た物 を提示 す る。

○ 水 蒸気 が上 空 で 冷 や され て雲 にな

る こ とを と らえ させ る た め に,雲 発

生 の モデ ル 実 験 を演 示 し,保 冷 剤 の

近 くで霧 状 に見 え る水 の粒 の存 在 を

観 察 させ る。

○ 自分 た ち が,地 球 の 中 で様 々 な物

と水 の循 環 を通 して つ な が っ てい る

こ とを と らえ させ るた め に,自 分 を

含 め た水 の循 環 モ デ ル を考 え させ,

自分 た ち の行 動 が 地 球 の環 境 に与 え

る影 響 を予測 させ る活 動 を設 定す る。



ここで は、 子 ど もた ちの 生活1の 中で 身1
　

近に感じている事象として・やかんの中に水1

を入 れ て加 熱 す る こ とによ る変 化 を教 材 とし

て取 り上げ、図9の よ うに観察 させた。そ の際

「や っ ぱ り、 け む りが 出て き た 。」 「え 、違 う

よ湯 気 だ よ。 だ って 水が 出 て きて い るん だ も

ん 。」 と加 熱 して い る水 の入 った や か ん に起

こる変 化 につ い て これ まで の経 験 を基 に した

対 話 が 行 わ れ る姿 が あ っ た 。 また 、 「あ れ 、

白い物 が でな くな って きた 。音 も しな くな っ

て き た よ。」 「あ、 何 も出 な くな った よ 。」 と

それ まで と異 な る大 き な変 化 に気 付 き、 驚 き

つつ もや か んの 中の事 実 を確認 して い た。

やかんの 中の事実 を全員が獲得 したと ころで、

「や か ん の中 の水 は消 え て し まった の かな?」

と発 問す る と、 図10の よ う に 「な くな って

な いよ。 だ って、窓 に水 滴が付 い てい るか ら。

これ は、水 た ま りと同 じよ うにや か んか ら出

て き た 水 蒸 気 が水 に な っ た ん だ と思 うよ 。」

と第 一 次 で学 習 した 知識 を基 に考 え る姿 が見

られ た。 この一 連 の 対 話 に よ って 、 「や か ん

の 中 の水 は どの よ う に して な くな っ たの だ ろ

うか」 とい う第二 次 で解 決 す る問題 が 設 定 さ

れた 。

前時 にた てた 問題

を解 決 す るた め に、

まず は 、や かん の中

で起 こって い る現 象

を中が見 え るよ う に

図11の よ うな 装 置

で再現 して観察 した。

「最 初 と比 べ て 何 が

変 わ り ま し た か 。」

という発問 に対 して、

子 ど も達 は 、 「水 の

中か ら泡が でてきた。 どん どん増えて いった。」

「ア ル ミホイ ル の上 か ら湯 気 が 出て い る。」 と

発 言 し、事 実 の確 認 がで きた 。 この比較 した

事 実 を基 に、 「水 は、 温 度 を 上 げ る ことで ど

の よ うに変化 す るの だ ろ うか 。」 「湯 気 の正 体

は何 だ ろ うか 。」 「泡 の 正 体 は 何 だ ろ うか 。」

という問題 意識 が 生 じた。

まず は 、 「水 は、 温 度 を上 げ る ことで どの

よ う に変 化 す る の だ ろ うか 。」 とい う問 題 を

解 決 す る こ とにな っ た。子 ど も達 は、水 の様

子 の変 化 と温 度 を測 定 し、 そ の 事 実 を基 に、

他 の班 と比 較す る こ とで 、 「水 は 、約100度

で沸騰 す る。」 とい うきま りを見 い だ した 。

湯気 の正 体 を調べ る活 動 【第8時 】

前 時 に生 じた問 題 の うち、 まず 「湯気 の正

体 は何だ ろ うか。」 か ら解決す る ことになった。

「見 通 す 」 過程 で予 想 を立 て る 際 に は、 ほぼ

全 て の 子 が 、 「水 に 決 ま っ て い る 。 だ っ

て … 。」 と根 拠 を明 確 に した発 言 を して

いた 。 ノー トには 、 「触 る と手が 湿 った か ら」

「温 度 計 に 水滴 が付 いて い た か ら」 な ど と前

時まで に獲得 した事実 を基 に予想 が書 いてあっ

た。 調 べ る方法 につ いて も、 そ れ まで の学 習

で用 い た方 法や 生 活経 験 を基 に様 々な方 法 を

考 え て いた。

「見 通 す 」過 程 で 実 験 の 結果 につ いて 確 認

した際 には 、 「湯 気 の正 体 が水 な ら、 どの 方

法 で も結 果 は 、 水滴 がつ く はず だ よ 。」 と図



12の よ う に、 そ れ ぞ れ の 班 に お い て他 者 と

の対 話 で確 認 で きて い た。 実験 の 結果 、 どの

実 験で も水 滴が 付 い

た と い う 事 実 か ら

「湯気 の正体 は水(液

体)で あ る 。」 と い

う考 えで ま とめる こ

とがで き た。

この時 間の学 習 に

お いて 、 アル ミホイ

ル の下 は何 も見 え な

いの にアル ミホ イル

の上 には湯 気が 見 え

る とい う違 い に気付

いて疑 問 を もった子

達が 、「温度が下が っ

たか ら小 さな水 滴 に

なって 見 える よ うに

な っ た と思 う よ 。」

とい う予想 を立 て 、

図13の よ うに実 際 に 温 度 の 違 い を調 べ た 。

す る と、湯 気 の方 が 温度 が 低 く、子 ど も達 の

予想 通 りだ った 。そ の後 、 他 の グルー プ も同

じよ うに事実 を確認 した。 アル ミホイル の下 は、

目に見 え な いが水 が 姿 を変 え て有 る はず だ と

い う こ とか ら 「水 蒸 気 だ ろ う。」 とい う考 え

で ま とまっ た。

工 泡 の正 体 を調べ る活 動 【第9時 】

第7時 に生 じた 問題 で未解 決 で あ る 「泡 の

正体 は何 だ ろ うか 。」 につ いて 明 らか にす る

ことを確認 した。

「見通 す」 過程 で は、子 ども達 の予 想は 「泡

の正 体 は、 空気 で あ る。」 「泡 の 正体 は 、水 が

気 体 にな った 水 蒸気 で あ る。」 の二 つ に大 き

く分 け られ た 。 こ こで、 「ど う して そ の よ う

に考 え た の。」 と根 拠 を 問 う発 問 を した。 「泡

の正 体 は空 気で ある。」 と考 え る子達 は、 「空

気 の泡 と同 じよ うに見 え るか ら。」 と これ ま

での 生活 経 験 による見 た 目を根拠 に した。 「泡

の正体は水 蒸気で ある。」 と考 える子達 は、 「大

量 の湯気 が 出て いて 、そ の下 には水 蒸気 が あ

る とい う こ とは、 大量 の水 蒸 気 の基 は泡 と し

か考 え られ な い 」 「温 度 が 上 が って 水 の 中で

も蒸 発 が 起 こっ た に違 いな い。」 とそ れ まで

の学 習 で の 知 識 を根 拠 に して いた 。そ こで 、

傘 袋 に沸 騰 した泡 を集 め れ ば正体 が 確 か め ら

れ る こと を確 認 し、結 果 の見 通 しまで もた せ

る こ とが でき た。

「調 べ る」 過程 で 、子 ど も達 は 、 図14の よ

うに 「や っぱ り

膨 らん だか ら空

気 だ 。」 「で も、

袋が くも って き

て いる よ。」 「う

わ!閉 じ込 めて

火 を消 した ら一

気 に しぼんで 水

が た ま っ て き

た 。」 と気 付 い

た ことを他者 に

伝 えな が ら観 察

して い た。子 ど

もに とって 、膨

らんでいた袋が、

火 を消 した後 に急 激 に しぼみ 水 が た まる とい

う事実 は非 常に驚 きであったよ うである。 また、

「泡 の正体 が 水 蒸気 で あ る。」 と予想 して いた

子 達 は 、予 想 を確 証 で きる事 実 が得 られて 感

動 して いた。



「吟 味す る」 過程 で は 、黒 板 には 図15の よ

うにそ れ まで に獲 得 した事 実 を整 理 し、 予想

と比 較 しなが ら考 え られ る よ うに可視 化 した 。

子 ど もた ちは 、 図16の よ う に ノー トに書 い

た事 実 を予 想 や仮 説 と照 合 し、他 者 と対 話 し

なが ら考 え を構築 してい た。

「振 り返る」過程では、

図17の ように他者との

対話を学びに生かせたこ

とを記述するなど自分が

どのようにして考えを構

築す る ことが で きた のか を振 り返 る ことがで

き て い た。 また 、 「水 って 温 度 が 変 わ る と空

気 の よ うに見 え な くな った りす るん だね 。 ま

る で忍 者 みた い だ よ。 き っ と この へ ん には た

くさ ん水 蒸 気 が あ る ん だ ろ うな あ。」 と自然

に対 す る感 じ方や 考 え方 を表 出 して い る子 ど

ももい た。

(7)実 践の 考察

○ 身 近 に起 こる 自然事 象 の 中で 、子 ど もの

既 有 知識 を生 かす ことが で き、 それ まで の

経 験 や他 者 の考 え とず れ が 生 じる もの を教

材 と して 用 い る こ とで 、 子 ど もに 問題 意識

や 解 決 の見 通 し を もたせ る こ とにつ な が る

ことが 明 らか にな った。

○ 沸騰した泡を集めるために用いた教材は、

子ども達が驚くだけでなく、そこで獲得し

た事実に既習内容が関係付けられ、泡の正

体について説明することが可能になった。

したがって、「驚き ・感動」する教材は、

獲得した事実と既有知識とが関係付けられ

ると想定される場面で使用することが効果

的であることが明らかになった。

5研 究の成果 と課題

(1)成 果

自然や他者との対話を活性化させるための

「驚き ・感動」する教材の要件や指導計画へ

の位置付け方を明らかにすることができた。

自分との対話において、予想や考えを書か

せるために比較、関係付けを基盤とした思考

をさせる働きかけを具体化できた。また、「振

り返る」過程において対話の内容を振り返らせ、

自分の考えの変容に他者の関わりを関係付け

て考えさせる働きかけを具体化することがで

きた。

(2)課 題

発達の特性や個に応じてより多くの子ども

が考えを表現するための学習内容の設定、指

導方法の在り方を具体化していく必要がある。
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